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取組状況の情報共有

１．尼崎市の減災対策にかかる地域の
防災⼒向上に関する取組（尼崎市）

２．⼀庫ダムの洪⽔調節について
（⽔資源機構⼀庫ダム管理所）

３．防災教育の⽀援（猪名川河川事務所）

４．川の防災情報・危機管理型⽔位計・
浸⽔ナビ（猪名川河川事務所）
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一庫ダムの洪水調節について
～令和元年6月16日から変わります～

1 これまでの洪水調節

2 新たな洪水調節

1.これまでの洪水調節

一庫ダムでは、昭和58年の台風10号の出水により、川西市多田院等の未改修地区で
浸水被害が発生したことから、浸水被害が発生しないようダム下流河川の整備状況を踏
まえ、ダムからの放流量を150m3/sの暫定的な操作を平成12年より行ってきました。

これによりダム下流の洪水被害を軽減してきましたが、その一方で、ダムの貯水容量が早く満杯
になる危険性も併せ持っていました。

2.新たな洪水調節

ダム下流河川の整備が進捗したことを受け、ダムの貯水容量が早く満杯になる危険

性を軽減するため、ダムの放流量を150m3/sから200m3/sに変更します。

3.ダム下流河川の整備状況

◆多田院付近（こんにゃく橋上流）

河川整備前 河川整備後

4.ダムの貯水容量が満杯になると

（1）ダムの貯水容量が満杯になるとダムに
貯め込むことができなくなるため、ダ
ムに流れ込んだ量と等しくなるまで放
流量を増加させる操作（以下 「異常

＜平成30年7月豪雨の全国ダムの防災操作状況＞

流量を増加させる操作（以下、「異常
洪水時防災操作」という。）を行うこ
とになります。

（2）平成30年7月豪雨では、全国558ダ
ム（国土交通省所管ダム）のうち、一
庫ダムを含む8ダムにおいて、異常洪水
時防災操作を実施しました
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時防災操作を実施しました。



平成30年7月豪雨では、ダムから約150m3/sの放流をしていましたが、ダムの貯水容量
が満杯になったため異常洪水時防災操作を行い、約330m3/sの放流を行いました。ダム下流の浸
水被害等は発生しませんでしたが、多田院地点における河川水位は氾濫危険水位を超え
る7.42mでした。

150m3/s から200m3/sにダムからの放流量を変更した場合の効果をシミュレーショ

5.（検証）平成30年7月豪雨におけるダム放流量変更の効果

150m3/s から200m3/sにダムからの放流量を変更した場合の効果をシミュレーショ
ンで確認してみると、異常洪水時防災操作が回避できるとともに、ダム下流河川の水位
を低減することができ、多田院地点の河川水位では7.42 mから6.89 mとなり、
0.53mの水位低減効果が期待できます。

▽7.42m H30.7豪⾬ 異常洪⽔時防災操作

多田院地点河川水位

変更前(約150→約330m3/s放流

▽7.20m はん濫危険⽔位

▽6.89m
洪⽔調節変更後の⽔位

0.53mの⽔位低減効果
変更前のダム放流量
（約150m3/s→約330m3/s）

変更後のダム放流量
（約200m3/s）

変更後(200m3/s放流時)の
ダム貯⽔位（最⾼EL148.4m）

変更前(約 約 / 放流
時)のダム貯⽔位（最⾼150.9m）

（約200m3/s）

6.異常洪水時の放流警報の変更

ダムからの放流警報は これまで ゲ トから放流開始の30分前(①)と異常洪水時

異常洪⽔時防災操作を回避

（約150m3/s）

貯⽔位：ダムに貯まっている⽔⾯の⾼さを標⾼で表してい
ます

流⼊量：ダムに流れ込んでいる1秒間当たりの⽔の体積です
放流量：ダムから流した1秒間当たりの⽔の体積です

ダムからの放流警報は、これまで、ゲートから放流開始の30分前(①)と異常洪水時
防災操作開始の30分前(③)にサイレン吹鳴、スピーカー音声放送を行ってきました。

平成30年7月豪雨を受け、異常洪水時防災操作開始の3時間前(②)を追加します。
また、今後は放流警報設備のサイレン、スピーカーを増設する予定です。

（（11）警報内容等）警報内容等

実施時期 警報内容実施時期 警報内容

＜ゲート放流開始時＞

①ゲート放流開始30分前

・スピーカー音声放送（音声放送）
・サイレン吹鳴
・警報車による警報、巡視

＜異常洪水時防災操作時＞

②異常洪水時防災操作開始３時間前

・スピーカー音声放送（緊急効果音＋音声放送）
・サイレン吹鳴

放流警報の訓練を令和元年6月12日（水）午前中に実施する予定です

（（22）お知らせ）お知らせ

②異常洪水時防災操作開始３時間前

＜異常洪水時防災操作時＞

③異常洪水時防災操作開始30分前

・スピーカー音声放送（緊急効果音＋音声放送）
・サイレン吹鳴
・警報車による警報、巡視

※アンダーライン：放流警報内容等の追加
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放流警報の訓練を令和元年6月12日（水）午前中に実施する予定です。

訓練では、実際に上表の③異常洪水時防災操作開始30分前を一庫ダムから猪

名川合流点まで上流から下流に向け順々にサイレン等を鳴らしていきます。なお、

川に流す水の量は変化ありません。 ※降雨状況等により、予告なしに訓練を中止することがあります。



国土交通省猪名川河川事務所が防災教育を支援します！ 猪名川河川事務所

■防災教育支援体制のイメージ

地震災害 津波災害 風水害（洪水災害）

① 説明を円滑にするための学習指導案（解説書）

② 児童の理解促進を目的としたワークシート

③ 授業時の授業用パワーポイント資料

④ 児童への児童用副読本

○各学校教育現場における防災教育の推進のため、先生が継続して授業を実施できるよう指導計画の作成等を支援します。

○災害時の危険な状況を表現した映像教材やイラストなど、命を守るために必要な知識をわかりやすく伝える教材を提供します。

○防災教育の取り組み状況に応じて、「災害の仕組み」など特定の防災学習テーマのみの対応も支援します。

子供たちが将来どんな地域で生活しても自然災害から命を守れる
ように、一般的な災害について防災教育を支援します。

※河川事務所では、主に風水害(洪水災害）

ワークシートに取り組む生徒達洪水ハザードマップを確認する生徒達

（洪水ハザードマップを活用した防災学習の事例）

（子ども向け解説）
大雨が降ると、自分の家が洪水に
巻き込まれてしまうことがあるよ！
⇒自分の家や通学路が、危ない
場所かどうか調べることが大事！

■防災学習教材の作成などを支援します

サイト掲載事例：「命を守る」ための防災教育～洪水編～

防災教育ポータル 検索検索

地域防災力の向上

地域
住民

学校

教育委員会等

児童・生徒

家族
連
携

先生

防災教育の支援

学校の先生が継続して
授業を実施できることを目指しています。

写真・動画等の提供、板書計画、
指導計画の作成などを

支援します。

連携

共有

猪名川河川事務所

連携

訓練等

■ご相談ください！

防災学習のテーマは、「命を守る」ための情報、コンテンツや教材等を収録した
防災教育ポータルサイトなどでお選びください。

国土交通省 近畿地方整備局 猪名川河川事務所 担当者：工務課 川西
TEL ：(072)751-1111 E-mail： kawanishi-m86na@mlit.go.jp

学校の先生が継続して授業を実施できることを目指しています。

写真・動画等を提供し、学習指導案の作成などを支援します。

防災学習のためのツール

■防災学習のイメージ

風水害（土砂災害）

支援・連携
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猪名川河川事務所では、出前講座
も実施しています。

今年度は、池田市内の小学校から
お申し出をいただき、防災教育の出
前講座として、パート１「洪水」で、
全国の近年の洪水や、池田市内での
過去の洪水などを紹介し、今後、校
区内でも洪水が起こるかも知れない
ことをお話しし、その想定が示され
た洪水ハザードマップの見方を説明
しました。パート２「避難」では、
洪水についての情報の種類や収集の
仕方、進んで集めた情報を使って早
めに避難を判断することが大事であ
ることなどをお話しして、避難で気
を付けることなどについても、クイ
ズを交えながら学んでいただきまし
た。

この他、河川の水質や水生生物な
どもテーマにして、出前講座を実施
しています。

■ご依頼ください！

国土交通省 近畿地方整備局 猪名川河川事務所
担当者：工務課 川西

TEL ：(072)751-1111
E-mail： kawanishi-m86na@mlit.go.jp

■出前講座も実施しています
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危機管理型水位計：国土交通省
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危機管理型水位計：国土交通省
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浸水ナビ（地点別浸水シミュレーション検索システム）
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